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編集後記 

▶ 43 巻 6 号をお届けできることを嬉しく思う．最近，学術界隈の仕事をしていると，研究倫理，

オーサーシップ，COI，著作権，AI アプリ利用状況など，研究実施や論文投稿時に遵守・報告すべ

き事項が増えていると感じる．また，論文のフリーアクセス・オープンアクセス化が加速している．

今後は，論文に掲載されている図表の根拠データ（場合によっては生データ）の公開も進む見通し

である．全人類の英知の信頼性向上と共有といえば聞こえはよいが，研究を行うときのハードルが

高くなっていると言わざるをえない．そのような中，本号掲載の 12 編は，臨床と養成校（大学院

含む）が手を取り辿り着いた一つの英知が詰まっている．作業療法らしさを感じながら読み進めよ

う． （T・S） 

▶勤務する大学で開学して初めての，1 期生による第 1 回の卒業研究発表会が開催された．学生の

成長と指導教員の熱を感じる発表会だった．一連の研究プロセスを経験し，研究者としてスタート

ラインに立った 12 名のうち何人が卒業後にも研究を行ってくれるだろうか．彼らがこれから働く

職場に，研究を指導してくれる先輩作業療法士がいることを期待したい．職場に研究指導者が得ら

れない場合には，ぜひ母校の教員を頼ってきてもらいたい．近い将来，彼らが学術誌『作業療法』

に投稿してくれる日を楽しみに待ちつつ，私も先輩から受け継いだ灯を守り次の世代に引き継げる 

よう，粛々と査読・編集業務に取り組みたい． （E・M） 


